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１．はじめに
大阪の重力分布図 (例えば，Nakagawaet al. (1991)など)を見ると，大阪湾岸中南部に特徴的な重力微高地が存在する．

重力分布図からは湾岸に沿う断層の存在が示唆されるが，ドーム状地下構造の存在も否定できない．そこで，その構造
についての知見を得る目的で今回この重力微高地を横断する測線を設定し，高密度に重力の測定を行った．

２．調査地域
調査は大阪府岸和田市北部の今木町付近 Aから湾岸部 A’ にかけての府道 40号岸和田中央線に沿う AA’ 測線と，和泉

市中央部の和泉府中駅付近 Bから泉大津市湾岸部の汐見町 B’ にかけての府道 38号富田林泉大津線及びその延長の 225
号大津港線に沿う BB’ 測線上で実施した．前者の測線長は約 5 km，後者は約 4 kmである．測定は主に街区基準点上で
行ない，その間隔は概ね 50 m毎である．重力補正における標高値は街区基準点の測量値を使用した．

３．測定方法
測定は LaCoste & Romberg社製重力計 G-308を用いて行った．仮設の重力原点は岸和田市稲葉町の近畿職業能力開発

大学校内に設置され，この点で基準測定を行い，一日の測定が閉合するようにした．仮設重力原点の重力値は和歌山地
方気象台にある一等重力点での重力値と比較して決定されており (領木・西谷，2010)，京都大学にある京都 FGSとも比
較されている (領木，2012)．

４．測定結果および考察
測定結果には，AA’, BB’ 両測線とも，北西側 (海側)が大きく南東側 (山側)が小さな断層構造を示唆する箇所がある．

両測線の南東側延長上には上町断層系の南端部が位置するが，そこでの重力測定値は，これに反し，北西側 (海側)が小
さく南東側 (山側)が大きい (領木・西谷 (2010)，領木・西谷 (2011))．両者の間には泉南活動セグメントがある (池田・他，
2002)とされるが，重力測定の結果からは明白ではない。以上より，今回の測定で示された構造は上町断層系の共役断層
に相当する構造である可能性が強いと判断できる．

５．おわりに
今回の測定により大阪湾岸中南部に存在する重力微高地域を横断する測線において相当高密度に重力値の分布が得ら

れた．これらの分布は逆断層構造を示唆するものと考えられる．今後は従前の測定結果と統合し，それらの分布に基づ
いて三次元構造解析を行ってゆく予定である．
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